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Ａ．研究目的 

 乳幼児期は、食べる機能の発達が著しい一方

で、その発達の速度の個人差が大きいため 1)、

保護者の多くが疑問や不安を感じていること

が報告されている 2,3)。特に、離乳の開始と進

行に伴い、保護者の食・栄養に関する悩みは多

岐にわたることが報告されており 4,5）、母子保

健事業等の乳幼児および保護者に向けた多方

面からの支援体制の構築が必要とされている

6)。

今後、乳幼児および保護者に向けた支援体制

を構築していくためには、児の個性、家庭の食

習慣を考慮して検討する必要がある一方、それ

らは時代背景とともに変化しうるため、定期的

に保護者の悩みを同定することは極めて重要

となる。そこで、本研究では、乳幼児の保護者

が抱える食・栄養に関する悩みを、児の月齢や

成長過程に応じて同定することを目的とした。 

研究要旨 

乳幼児期の保護者の多くが、食や栄養に関する悩みを抱えていることが報告されている。その

ため、乳幼児およびその保護者に向けた支援体制の構築が求められている。本研究では、支援体

制構築のための基礎資料となるべく、乳幼児の保護者が抱える食・栄養に関する悩みを、児の月

齢や成長過程に応じて同定することを目的とした。乳幼児の保護者を対象として開催された「乳

幼児の食と栄養オンラインセミナー」の申込みフォームに設けた「お子様の食事や栄養に関して

知りたいこと」と「セミナーに関するご質問・ご相談」の設問（自由記述）の回答内容を 18 の

キーワードを用いてアフターコーディングした。児の月齢を 4 区分（A：0～5 か月、B：6 か月

～1 歳 6 か月、C：1 歳 7 か月～2 歳、D：2 歳以上）に分類して集計すると B 区分では「食事

量」、C・D 区分では「偏食」に関する悩みが最も多く、全体を通して「保護者の関わり」に関す

る悩みが多いことが明らかとなった。また、すべての月齢区分において、適切に食・栄養の管理

を行えているか分からないことが不安につながっていた。これらのことから、児の食事を量的に

評価できることが保護者の不安解消につながる可能性が示唆された。 
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Ｂ．研究方法 

2023 年 7 月に医薬基盤・健康・栄養研究所 

国立健康・栄養・研究所 栄養疫学・食育研究

部が無料で開催した「乳幼児の食と栄養オンラ

インセミナー」（アーカイブ配信あり）に申込

みをされた乳幼児の保護者を対象とした。申込

み時に使用したフォームに設けた「お子様の食

事や栄養に関して知りたいこと」と「セミナー

に関するご質問・ご相談」の設問（自由記述）

の回答内容を 18のキーワード【1：栄養素、2：

食事量、3：食事内容・メニュー、4：偏食、5：

咀嚼・嚥下、6：体重・体格・身体機能、7：ア

レルギー、8：摂食動作、9：食事時間、10：保

護者の関わり、11：授乳・卒乳、12：離乳食の

進捗、13：間食、14：食事形態、15：味覚・食

塩摂取、16：特定の食材、17：疾患、18：精神

発達】を用いてアフターコーディングした。な

お、回答が自由記述であったため、一つの回答

に複数の内容が含まれている場合については、

主要な内容から順に、最大 5つのキーワードま

で分類した。 

児の月齢は A：0～5か月、B：6か月～1歳

6か月、C：1歳 7か月～2歳、D：2歳以上の

４区分に分類した。この分類は食事に関する悩

みを整理する観点で食事形態は影響する可能

性が考えられるため、授乳・離乳の支援ガイド

7）、幼児期の健やかな発育のための栄養・食生

活支援ガイド 4）ならびに平成 27年度乳幼児栄

養調査 5）を参考に、A：授乳期、B：離乳食期、

C：幼児食期（移行期）、D：幼児食期以降の目

安となるように決定した。キーワード数は、分

類した４区分ごとに集計した。なお、複数の児

を持つ保護者においても申込みは一回となる

ため、回答内容から対象児の年齢を推測できる

場合は集計時に A～D区分に分類し、推測でき

ない場合は申込時に保護者が回答した児の年

齢区分すべてに回答として分類した。また、妊

娠中や子育て支援に携わる者など、児を持たな

い者の回答は対象から除外した。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、国立研究開発法人医薬基盤・健康・

栄養研究所研究倫理審査委員会の承認を受け

て実施した(2023-008)。 

 

Ｃ．研究結果 

アーカイブ配信を含む、セミナーの申込み者

は 1,248名であり、そのうち「お子様の食事や

栄養に関して知りたいこと」と「セミナーに関

するご質問・ご相談」の設問に自由記述された

件数は 834件（児の月齢ごとの件数／A：16件、

B：506 件、C：101 件、D：215件、除外：9

件）であった。離乳食を摂取していると考えら

れる B の月齢区分の記述件数が最も多く、そ

のうち“食べさせる量が足りているか分からな

い”や“量をあまり食べない”といった「児が

食べる食事量」に関する悩みが約 3割と最も多

くを占めていた。また、“食べムラがある”や

“嫌いなものは全く食べない”といった「偏食」

に関する悩みは、Bの区分では約 2割弱であっ

た一方で、離乳食から幼児食への移行期である

C の区分で約 4 割弱、幼児食期である D の区

分で約半数と徐々に増加していたと共に、それ

ぞれの区分において最も多くを占めた回答で

あった（表 1）。 

また、全ての月齢区分において「保護者の関

わり」に関する悩みが 1割程度認められ、児の

食事量は適当か、栄養素は足りているのか、偏

食にどう対応すれば良いのか等、正しい情報を

十分に入手できていないことから保護者の児

への関わり方に自信を持てず、悩み、ストレス

を感じている記述が確認された。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、今後の母子保健における支援体
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制構築の基礎資料を得るために、保護者が抱え

る乳幼児期の食・栄養に関する悩みを同定した。

保護者が抱える乳幼児期の食・栄養に関する主

な悩みは、児の成長とともに変化する一方で、

どの月齢区分においても児が適切に食事を摂

取できているかに関する不安が基盤にあるこ

とが明らかになった。冨田ら 6）の報告では、

「偏食」を主訴とする児の月齢中央値は 18か

月で高く、それらには味覚の発達、自我のめば

えなどから、月齢が進むにつれて食べ方に個性

が出てくるためと報告されている。本研究でも

1歳 7か月～2歳の月齢区分では、偏食の悩み

は最も多かった。その要因の一つに生後 18か

月頃は、離乳食から幼児食への移行期にあたり、

授乳期・離乳期と比較しても、児の運動発達、

精神発達、生活習慣確立などが食事に複雑に影

響することがあげられる 4）。また、食事は日常

生活動作の中でも一日 3 回と頻度が高いこと

もあり、「偏食」等の児の個性が親の不安や苛

立ちの原因によりつながりやすい可能性も考

えられる。これらを踏まえると、生後 18か月

の児をもつ保護者では、特に注意深い食支援が

必要な時期である可能性が考えられた。 

平成 27年度乳幼児栄養調査では、0～2歳児の

保護者が離乳食について困ったことは、「調理

の負担感」が 33.5％と最も多く、次いで「咀

嚼・嚥下」が 28.9％であった 5）。本研究におけ

る同時期の月齢である B の区分では「児が食

べる食事量」に関する回答が自由記述件数のう

ち約 3割と最も多かったが、平成 27年調査の

回答では「食べる量が少ない」が 21.8％、「食

べる量が多い」が 5.5％と、合計しても調理の

負担感や咀嚼・嚥下に関する困りごとを下回っ

た。この変化が時代背景によるものかの判断は、

調査方法が異なるため難しいが、近年めまぐる

しく SNS等が発達し、情報が簡単に手に入る

世の中である一方で、誤った情報も多く広がっ

ていること 8）も影響を受けていると考えられ

る。そのため、平成 27年調査と異なり、保護

者（回答者）が持つ正しい情報（理想）と児の

実際の状況とが乖離するが故に悩みや不安に

つながることや、正しい情報の見極めがうまく

できていないことなどにより、食べる量等への

不安が増した可能性が推定される。近年の若い

世代の情報収集は、過去と大きく変化している。

正しい情報として、一般的な食事量のみならず

児が実際に食べている食事量、摂っている栄養

素量を個別的に評価できるようになると、保護

者の主観的な悩みが少しでも払拭されるかも

しれない 3）。上記を踏まえると、児の食事を量

的に評価できることは、保護者が自信をもって

育児ができるような支援 7）の一つとして、保

護者の不安解消につながることが期待される。 

Ｅ．結論 

保護者が抱える乳幼児期の食・栄養に関する

悩みは、児の月齢によって変化する傾向が見ら

れ、それには児の成長発達が影響していること

が確認されたものの、大きなくくりとしては、

児の食事量に関する悩みであり、児の食事を量

的に評価できることで、保護者の不安解消の一

助となる可能性が示唆された。 
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表１．月齢区分別のコーディング結果 

A B C D

申込者数※ 49 735 130 322

自由記述件数※ 16 506 101 215

キーワード件数 22 824 168 319

栄養素 3 120 21 32

食事量 0 149 19 41

食事内容・メニュー 0 99 25 20

偏食 1 96 38 111

咀嚼・嚥下 0 45 6 6

体重・体格・身体機能・代謝 0 22 4 18

アレルギー 1 19 3 3

摂食動作 0 39 5 11

食事時間 0 4 3 3

保護者の関わり 3 74 16 24

授乳・卒乳 4 19 1 0

離乳食の進捗 8 29 3 3

間食 0 10 3 19

食事形態 0 15 3 4

味覚・食塩摂取 0 38 5 10

特定の食材 1 36 10 13

疾患 0 8 3 1

精神発達 1 2 0 0

※ 申込み者が複数の児を持つ場合は、該当の児の月齢区分に振り分けているため、
合計数とは一致しない
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